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助

環境保全に役立つ非木材繊維資源 とりわ けケナ フを栽培 ・育成 し、その利用

方法を探索す る。

雌

本研究はエコマテ リアル としての非木材繊維資源の探索 ・利用を目的に1993

年開始 、種々の検討結果ケナフ(学 名HibiscuscannabinusL.)と いう0年 生

植物が今後の環境保全 に寄与す る植物であることに着 目し各種環境条件下での

栽培 ・育成の検討、採取されたケナフの分析、多角的利用方法な どについて研

究 してきた。これ らの結果は本年報1993,94,95,96,97年 に報告 した。 この

研究の過程において学外 の機関との共同研究 も行われその成果が次第に現れて

きている。

本年度 は、特に従来のケナフ栽培の成果の総決算 として、平塚市 と共同研究

を行い、休耕田にケナフを栽培 した。栽培 したケナフは、秋に採集 し、二度に

渡 ってパルプ工場でパルプにした。 このパルプは、第一回 目は、封筒 として平

塚市が使用 し、第二回目は、名刺、封筒、便箋紙 として市民に還元 した。 この

本年の平塚市 との一貫 した共同作業は、産官学 プロジェク ト作業の0大 モデル

として全国にア ピール し、各地のケナフ栽培を進展 させ、今 日に至っている。

途上、数多 くの講演会、シンポジウム、栽培の立ち合いと指導などでの啓蒙と

普及をはかった。

一方、栽培 したケナフを用いる環境保護 ・保全に対す る野外実習と室内学習

に際し、各小学校 ・公民館 ・作業所におけるパルプ化 と紙すきの実施にあた り、

従来 の化学薬品を用いるパルプ化 とその漂 白では、危険があり真 の環境保全で

はない(薬 品を流す ことか ら)と 感 じ、無薬品漂白を試みた。その結果、新 し

い方法として水だけで蒸解 し、その前後処理や叩解 をうまく組み込む方法を確
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立 した。この方法は、 「ケナフパル プの作製方法」(特 許願 第320811号)

として出願 し、1999(平 成11)年7月30日 付で審査合格 し、特許第2960063

号 として認可登録 された。 こうした背景か ら各所での無薬品パル プ化 と漂 白の

指導を行い、学生 と一環 となって啓蒙運動を行った。

このように今までにみ られない成果が得 られた。そ こで、本報告では研究の

総括としての講演要 旨日本化学会第?6春 季年会(1999年)(神 奈川大学横浜

キャンパス、平成11年3月29日 に発表)に て発展 した要 旨を記載 しお く。

1.日 本化 学会第76春 季年会(1999年)(文 責:釜 野徳明)

会 場:神 奈川大 学 横 浜 キ ャンパス(六 角橋)

発表 日:平 成11年3月29日(月)

<2PAOO8> ..【 玄ナフーの化主遍邑盈僖わ蝋 益ルプ化醗 見

(神奈川大理)釜紬 鰭 校の 、への魏 簿詔灘 留熟 燃 希
子、.杉山博美、津嶋ル ミ子、小竹文乃

1..最 近w環 境t対 する闘心が高まってきてお りゼ小学校等においても環
・境間鷺 についての教青活動が行われて塾る.そ のひとつ1+r木 材に代わる
新 しいパルプとして注 目されているケナフ(K㎞af8茄 ゐ姻 α㎜ 価伽鱈L

ア オイ科 フヨウ属の1年 草》 を栽培 し、紙 作 りを行 うところが増えてき
・ているi'か し・従来のパルプ化法には・ぞの段階においてケナフを苛性 .

ツーダで煮る作業があり、・≒般家庭や小学生の環境教皆としてそれを行う
には安全や魔液の処理などの面で問題があうた..モ こで、この問題を解決

す ヨ5ために、●改良を試みた.・
2∵ 材料3使 月 したケナフ青皮3号 は、キャンバ スで栽 培した.薬 品

(NaOH,NaHCO,,NazCO3)、 粉石鹸(洗 濯洗剤3ア タック)㍉ 漂自荊 《キ ッ
チンバイタ」)は 市販のものを月いたbケ ナフの細断には金槌、はさみ、.
ナイフなどを用い這パルプ化の前処理にミキサーを、蒸解にはステンレス
鍋 あるいは、圧力鍋を月いた.方 法:従 来の方法纏、ケナフのチヅブ化→
粉砕-苛 性ソーダと看鹸によるパルプ化鱒次亜塩素酸 ソーダ(NsQO)'か 過

鶴 奮 繋 に糊 酬 ルプであり・紅 墨r簡馳 と鵜 を抜く
3.●(ユ)パ ンレプ化 に使 う苛性ソ」ダと看鹸は、植物のリグニンを分解さ

強 るためのものであM・NaOHの 代わ りに、NssCO,とN田Cqで 処理 し
て も、.伺じようなパル プが得られた.次 に石鹸のみで処理 レても変わらず、

最後に石鹸も技 き、水だけで煮沸してもほとんど向じパルプが得 られるこ
とが分 かった.'こ の煮沸は、.・数時間必要であるが、.ケナフの細断の工夫 と
水中でミキサーにかける前処理の導入によ り時聞は短縮で劇 臥 さらに圧
力鍋 を用いると蒸解は早い.以 上のよう2+苛 性ソrダ と石鹸を完全に使

用 しな くてもパル プ化できることがわかった.'《・2)次 に漂自行程の改善
を試みた.家 庭で使用 されている2種 類の漂自剤は、酸素系(馬q∂と塩素

系(N$ao)で あるが》後者の方がより良く脱色される.そ こで、この漂 自

剤の使用量を少なくさせる試みを検討 し、従来の50%の 使周を改良.L.

1・0%以 下でr晩 室温放置すれば、充分脱色できることを確かめた.(3)
さらに、薪 鮮なケナラ(生)を 材料にすると、ほとんど漂白は不必要であ

り、前処理も容易で あ啄 小学生の学習には適切であるこどが分かった.

以上の結果をふ まえて、.小学生徒な どに対 して、2、3の 指導と啓蒙を行
った.
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